
- 18 -

4 ．貸借対照表
（平成30年 3 月31日現在）

（単位：千円）
《資産の部》

科　　　目 本年度末 前年度末 増　　減
固定資産 49, 129, 317 49, 033, 526 95, 791
　有形固定資産 41, 531, 355 42, 411, 968 △ 880, 613
　　土地 7, 771, 784 7, 531, 784 240, 000
　　建物 25, 748, 956 26, 561, 720 △ 812, 763
　　構築物 3, 059, 950 3, 314, 328 △ 254, 378
　　教育研究用機器備品 2, 081, 901 2, 147, 011 △ 65, 109
　　管理用機器備品 120, 856 142, 877 △ 22, 021
　　図書 2, 740, 729 2, 707, 731 32, 997
　　車輌 4, 529 6, 514 △ 1, 984
　　建設仮勘定 2, 646 0 2, 646
　特定資産 2, 959, 730 2, 349, 730 610, 000
　　第 2号基本金引当特定資産 250, 000 0 250, 000
　　新設学科設置引当特定資産 350, 000 350, 000 0
　　退職給与引当特定資産 399, 940 399, 940 0
　　小林素三郎奨学基金特定資産 51, 000 51, 000 0
　　第 3号基本金引当特定資産 858, 790 848, 790 10, 000
　　減価償却引当特定資産 800, 000 700, 000 100, 000
　　大学等整備改修引当特定資産 250, 000 0 250, 000
　その他の固定資産 4, 638, 232 4, 271, 827 366, 404
　　電話加入権 8, 523 8, 523 0
　　施設利用権 176 176 0
　　管理用ソフトウェア 336, 527 468, 238 △ 131, 710
　　有価証券 4, 266, 807 3, 766, 807 500, 000
　　長期貸付金 26, 148 28, 033 △ 1, 885
　　保証金 50 50 0
流動資産 25, 041, 856 22, 530, 297 2, 511, 559
　　現金預金 24, 840, 966 22, 266, 801 2, 574, 165
　　未収入金 129, 581 180, 852 △ 51, 270
　　棚卸資産 687 966 △ 279
　　仮払金 70, 620 81, 677 △ 11, 056
資産の部合計 74, 171, 174 71, 563, 823 2, 607, 351
《負債の部》

科　　　目 本年度末 前年度末 増　　減
固定負債 2, 101, 901 2, 080, 859 21, 042
　　長期借入金 2, 207 9, 069 △ 6, 861
　　退職給与引当金 2, 099, 693 2, 071, 789 27, 903
流動負債 2, 381, 064 2, 235, 157 145, 906
　　短期借入金 6, 861 14, 146 △ 7, 284
　　未払金 131, 955 124, 713 7, 242
　　前受金 2, 098, 101 1, 976, 416 121, 685
　　預り金 144, 145 119, 881 24, 263
負債の部合計 4, 482, 965 4, 316, 017 166, 948
《純資産の部》

科　　　目 本年度末 前年度末 増　　減
基本金 68, 443, 649 67, 630, 511 813, 138
　　第 1号基本金 66, 534, 859 65, 981, 721 553, 138
　　第 2号基本金 250, 000 0 250, 000
　　第 3号基本金 858, 790 848, 790 10, 000
　　第 4号基本金 800, 000 800, 000 0
繰越収支差額 1, 244, 559 △ 382, 704 1, 627, 264
　　翌年度繰越収支差額 1, 244, 559 △ 382, 704 1, 627, 264
純資産の部合計 69, 688, 209 67, 247, 806 2, 440, 402
負債及び純資産の部合計 74, 171, 174 71, 563, 823 2, 607, 351

表示額の端数調整…計算書の記載額を千円未満「調整」してあるので、合計欄の数値と一致しないことがある。

●貸借対照表
　学校法人の当該年度末（ 3月末）における財政状態（資産・負債・純資産）を表すものです。

［概要］
資産の部の合計は、前年度末より約26億円増の約741億円となりました。内訳として有形固定資産が約415億円、特定資
産が約30億円、その他の固定資産が約46億円、流動資産が約250億円です。一方、負債の部の合計は、前年度末より約
1億円増の約45億円となりました。内訳として固定負債が約21億円、流動負債が約24億円です。また、基本金は約684
億円、繰越収支差額は約12億円となり、純資産の部合計は約696億円で、前年度から約24億円増加しました。


